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説明変数Xから目的変数 Y を予測する問題を考える．このとき，Xに加えて別の変数Aが訓
練データ内に存在する状況を考える．ただし，この変数AはX に比べて観測のコストが大きい
などの理由で Y の予測時には観測できないとする．このような変数は補助変数と呼ばれるもの
で, Y の予測精度の向上に利用できると考えられる [2]．例えば，ソーシャルネットワークから収
集した画像に付随するメタデータを補助変数として活用することで画像分類タスクの予測精度が
向上したことが報告されている [3]．しかし, 全ての補助変数が予測精度向上に有用とは限らない．
補助変数を利用するのかどうか, また補助変数が複数ある場合にどの補助変数を選ぶべきかとい
う問題がある．このような問題はモデル選択の枠組みとして捉えることができ, モデル選択規準
の代表的なものとして赤池情報量規準 (Akaike information criterion; AIC)がある [1]．しかし,

AICでは補助変数のように予測時に存在しない変数を想定して導出されておらず, 補助変数を含
むモデル選択を行う場合 AICを利用することは理論的に妥当とはいえない．そこで，補助変数
の利用を想定した情報量規準が提案されている [4]．
本発表ではこの情報量規準を紹介し，補助変数が実際に有用となる数値例を示す．例えば

(Y,X,A)が次のモデルに従う状況を考える．
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2Il).

ここで, f は f : Rm → Rlとなる写像とする．この場合に補助変数を利用した予測モデルを立て
ると予測精度が向上することが確認された．また, 補助変数の利用を想定した情報量規準を利用
し，有用な補助変数が一部含まれているような状況においてモデル選択を行う．結果等の詳細に
ついては当日報告する．
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